
サポート校
要領



川崎特区
内閣府が「豊かな自然や文化」を活用した「地産・地
習・e環境教育特区」として福岡県田川郡川崎町を認
定致しました。明蓬館高等学校は、この川崎町より

「株式会社立学校」として認可された広域通信制課程
の単位制、普通科（男女共学）の高等学校です。 



■設置課程 広域通信制課程

■学校設置認可者 福岡県田川郡川崎町

■学校設置計画届出先 文部科学省

学 校 概 要



明蓬館高校での学び

スクーリング
(面接指導)

対面授業
特別活動

評価対象

マイプロ
様々な観点からの評

価に反映

評価対象

レポート
添削指導の課題

評価対象

メディア視聴
メディアを利用し

た学習メディア学習によりスクーリン
グ（面接指導）の一部を免除

サポート校

サポート

サポート

サポート

単位認定試験評価対象

主に生活面のサポート

※通信制高校の卒業要件は、３年間
在籍、７４単位以上習得、特別活動
30時間以上です。

※通信制高校の単位修得の要件は本
学教職員が行う「面接指導」、「添
削指導」、「試験」「マイプロ」で
す。

※学校によって実施形態が様々であ
るため誤解が生じやすい部分もあり
ますが３要件を1つでも満たさない
場合は単位修得ができません。



マイプロ
履修科目ごとに、生徒が自分で問いを立て、
取組む学習成果物（ポートフォリオ）学習
です。



スクーリング
年に一度、本校舎に行き、3泊4日で決められた授業を
受講します。
その地でしか学べない体験型、交流型授業で生徒たちは
普段得られない充実感、満足を得られます。



サポート校は通信制高校に在籍する生徒が
添削指導の課題に取り組む際のサポート等
を行う施設です。

明蓬館高校が、自校の施設として置く学習
センター等とは別に、生徒個人の学習をサ
ポートする外部の教育機関として皆様には
開設していただいております。

サポート校には3種類あります。
通常の学習面を中心に、スクールライフ支援を行う「通常型」に加え、
「SNEC型」「STEC型」があります。「SNEC型」「STEC型」は、発達
上の課題など、スペシャルニーズを持つ生徒のために、支援員、心理相
談員による多職種連携のサポートを提供するサポート校です。

明蓬館高等学校（本校：川崎町）

直営SNEC

・スクーリング（面接指導:対面授業・特別活動）

・レポート（添削指導の課題）

・メディア

・単位認定試験

・マイプロ（様々な観点から評価を反映するプロジェクト学習）

品川学習センターなど

サポート校

通信制高校サポート施設

単位取得要件・卒業要件を満たすための

補習指導及び支援と伴走
提供・評価

直営学習センター

品川・御殿山SNEC

横浜・関内SNEC

博多SNEC など

サポート校とは



名称の取り扱いについて

適切な例

サポート校の場合

「○○○○○高等学院（明蓬館高等学校連携サポート施設）」

SNECサポート校の場合

「○○○○○高等学院 明蓬館SNEC●●●」 ※ ●●●は地名

不適切な例

サポート校の場合

「明蓬館高等学校○○○○○キャンパス」

SNECサポート校の場合

「明蓬館高等学校SNEC●●●」 ※ ●●●は地名

サポート校（サポート施設）は、明蓬館高校の教
育活動（面接指導、添削指導、試験等）を行う施
設を標榜するような名称は使うことができません。
在籍する生徒が添削課題へ取り組む際のサポート
及び、その他の教育活動が補習指導の範囲で行わ
れることを明確に認識できる施設名称でなければ
なりません。



主に用いるスキル、職掌
コーチング
支援員

ティーチング
教員

カウンセリング
相談員

テーマ

自己目標設定
自己選択・決定

目標達成
自己実現

知識の伝授
アカデミックスキル指導

目標達成

心理的安寧
癒し
回復

考え方
答えは当事者の中にある

引き出す

指導
アドバイス

リード

指導
アドバイス

リード

焦点 主に未来 過去、現在、未来 主に過去

生徒・保護者との関係
対等

発問者・傾聴者・支援者・伴走者
指導者
教育者

支える人

支援と伴走の多職種連携

SNEC・STEC型サポート校の場合は、相談員の配置が必要です。

教員は、明蓬館高等学校の教員免許保有者を指します。



生徒に合わせたスケジュール
日常的に、多様な登校形態に合わせて、支援と伴走の適切なツールを用いて、改善改良をしていきます。



安心感のあるレイアウト
SNEC・STEC型サポート校の場合は、個別ブース、マルチスペース、相談室、
レスパイトスペースなどの構造化に努めていただきます。



サポート校ごとに、生徒の学習、生活、社会参加に好影響を与える行事を創意工夫していただきます。

年間行事



生徒募集ツール 関係中学や支援者とのコミュニケーション、SNS（ソー
シャルネットワーク・サービス）の活用が重要です。



個のパフォーマンスの向上
ボトムアップ型の支援

トップダウン型の支援
次の進路に向けたスキルアップ

アセスメント
SNEC・STEC型サポート校においては、心理・発達・知能検査の実施体制を構築していきます。
科学に基づいたアプローチが欠かせないからです。



個別支援計画

SNEC・STEC型サポート校においては、アセスメントの結果をもとに、生徒・保護者からのニーズ・要望の
聴き取りをし、支援目標、そのための手立て、効果測定（評価）を設定し、合理的配慮の検証もしていきます。
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